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役
員
・
議
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ
り
大
阪
商
工
会
議

所
の
事
業
活
動
に
格
別
の
ご
高

配
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
議
案
の
審
議
に

入
り
ま
す
前
に
、
私
か
ら
、
今

後
の
大
阪
商
工
会
議
所
の
事
業

展
開
や
組
織
運
営
に
あ
た
っ
て

の
所
信
を
申
し
あ
げ
、
皆
様
方

の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
頭
に
就
任
し
て
３
年
が
経

ち
、
２
０
２
３
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
中
期
計
画
「
挑
戦
都
市

や
っ
て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ

ン
」
も
、
議
員
の
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
、
着
実
に

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。

【
現
状
の
世
界
と
日
本
】

世
界
が
大
き
く
傷
ん
だ
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
た
後
に
は
平
和

で
安
定
し
た
時
代
が
く
る
は
ず

だ
っ
た
の
が
、
暗
転
、
世
界
は

分
断
の
世
紀
に
入
り
ま
し
た
。

世
界
で
は
戦
争
が
起
こ
り
、
東

ア
ジ
ア
も
安
定
し
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
米
国
の
関
税
引
き
上

げ
政
策
で
Ｆ
Ｒ
Ｂ
パ
ウ
エ
ル
議

長
の
言
う
「
異
常
な
ま
で
の
不

確
実
性
の
高
ま
り
」
が
あ
る
状

況
で
す
。

世
界
の
影
響
を
ま
と
も
に
受

け
る
日
本
経
済
に
お
い
て
も
、

日
本
銀
行
が
金
融
緩
和
の
出
口

を
求
め
て
動
き
出
す
中
、
円
安

・
原
材
料
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

は
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
何

よ
り
も
深
刻
な
人
手
不
足
に
苦

し
み
、
か
つ
、
価
格
転
嫁
が
ま

ま
な
ら
な
い
企
業
が
多
く
あ

り
、
生
活
必
需
品
の
物
価
高
騰

は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
会
員
議
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
難
し

い
経
営
の
舵
取
り
を
な
さ
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
本
当
に
ご
苦

労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
阪
商

工
会
議
所
は
、
大
阪
・
関
西
経

済
が
、
世
界
・
日
本
の
中
で
再

び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
夢
と
理
想
の
旗
を

高
く
掲
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

【
事
業
運
営
に
つ
い
て
】

そ
れ
で
は
来
年
度
の
事
業
運

営
に
お
い
て
、
特
に
注
力
し
た

い
点
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
万
博
】

ま
ず
第
一
は
、
１６
日
後
に
始

ま
る
大
阪
・
関
西
万
博
で
す
。

た
っ
た
半
年
間
で
す
が
、
こ
れ

を
大
阪
が
飛
躍
で
き
る
契
機
に

し
た
い
も
の
で
す
。
参
加
す
る

１
５
８
カ
国
、
７
つ
の
国
際
機

関
と
民
間
企
業
は
万
博
に
対
し

て
真
摯
で
、
熱
心
で
、
一
生
懸

命
で
す
。そ
の
万
博
に
行
け
ば
、

世
界
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
テ
ー

マ
は
「
芸
術
が
生
命
を
再
生
す

る
」、
ス
ペ
イ
ン
の
テ
ー
マ
は

「
黒
潮
」
で
す
。
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
は
北
か
ら
南
ま
で
数

十
の
州
に
わ
か
れ
て
い
ま
す

が
、
イ
タ
リ
ア
な
ら
南
の
シ
シ

リ
ー
島
と
北
の
ト
ス
カ
ー
ナ
、

ス
ペ
イ
ン
な
ら
南
の
ア
ン
ダ
ル

シ
ア
と
北
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
産
業
、
文
化
、

人
々
、
食
べ
物
、
歴
史
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
世
界
の
文
化
の
刺

激
の
シ
ャ
ワ
ー
を
何
度
も
浴
び

る
こ
と
で
、
人
は
世
界
の
多
様

性
、
共
通
性
、
俯
瞰
的
な
眼
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
先
端
技
術
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
次
世
代
の
６
Ｇ
光
通

信
イ
ン
フ
ラ
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
を

世
界
で
初
展
示
。
消
費
電
力
は

従
来
の
１
０
０
分
の
１
、
デ
ー

タ
伝
送
容
量
は
１
２
５
倍
、
遅

延
は
２
０
０
分
の
１
。
ま
だ
開

発
段
階
で
す
が
、あ
る
意
味
で
、

日
本
の
国
運
を
か
け
た
と
言
え

る
最
先
端
光
Ｉ
Ｔ
技
術
が
万
博

で
、
世
界
で
初
め
て
公
開
さ
れ

ま
す
。

ま
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
フ
ェ
ロ
ー
で
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
客
員

教
授
、
ご
自
身
は
全
盲
の
浅
川

智
恵
子
さ
ん
が
開
発
さ
れ
た
、

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
を
白
杖

や
盲
導
犬
の
代
わ
り
に
目
的
地

ま
で
誘
導
し
て
く
れ
る
「
Ａ
Ｉ

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
」
の
実
証
実
験

も
行
わ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
と
共
に
散
歩
す
る
と
、

町
の
様
子
が
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
町
を
歩
い
て

い
る
か
の
よ
う
に
『
よ
く
見
え

る
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ

ビ
リ
オ
ン
で
は
、
４
０
０
社
以

上
の
中
小
企
業
・
町
工
場
・
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
夢
の
あ
る
技

術
革
新
を
出
展
す
る
リ
ボ
ー
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。
既
に
よ
く
ご
存

じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
例

え
ば
、「
飛
行
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
光
合
成
す
る
服
」「
デ
コ

ボ
コ
道
や
坂
道
に
も
適
応
す
る

車
い
す
」「
空
中
に
浮
く
靴
」「
未

利
用
魚
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
今
す
ぐ
に
会
社
へ

収
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
も
の
づ
く
り
」

「
こ
と
づ
く
り
」
の
意
欲
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
掻
き
立
て
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
力
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
育
ん
で
く
れ

ま
す
。若
い
人
が
目
的
を
立
て
、

前
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

重
要
な
こ
と
は
自
分
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
物
事
を
全
体
観

を
も
っ
て
俯
瞰
的
に
見
る
こ
と

で
す
。
リ
ア
ル
な
体
験
を
通
じ

て
大
阪
・
関
西
の
人
々
が
「
も

っ
と
自
由
に
も
の
づ
く
り
・
こ

と
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
も
い
い

ん
だ
�
」、
そ
し
て「
失
敗
し
て

も
い
い
ん
だ
�
」「
次
に
ま
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
良
い
」
と
思

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

も
う
一
つ
の
万
博
の
特
徴
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
集
約
さ
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

人
類
共
通
の
課
題
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
「
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
」「
魔
法
の
箱
」で
す
。
万
博

は
そ
の
「
箱
」
を
開
け
て
み
る

機
会
で
す
。
世
界
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
否
定
的
な
向
き
も
あ
る
か

の
世
相
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
が
人
類

の
理
想
に
向
け
て
初
め
て
一
致

し
た
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ

り
、
こ
の
火
は
決
し
て
消
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
万
博
は
そ
の

火
を
灯
し
、
松
明
を
つ
な
ぐ
最

良
の
機
会
で
す
。

現
在
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
３

０
年
に
目
標
期
限
を
迎
え
ま

す
。
万
博
の
会
場
か
ら
、
ネ
ク

ス
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
す
な
わ
ち
新

し
い
よ
り
発
展
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
世
界
に
向
け
て
提
案
・
発
信

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
万

博
会
場
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
議
論
を

す
る
、
大
阪
大
学
の
「
い
の
ち

会
議
」
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
通
称
ダ
ボ
ス
会
議
）
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
イ
パ
ー
ズ
」
に

大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。今

回
の
万
博
に
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ

エ
ル
も
参
加
し
ま
す
。
こ
の
分

断
の
世
紀
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ネ
ク
ス
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

大
阪
・
関
西
万
博
が
世
界
史
的

に
重
要
な
意
味
と
意
義
を
持
つ

も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。万

博
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
述

べ
過
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
１
８
５
１
年
の
ロ
ン

ド
ン
万
博
で
電
気
が
夜
の
街
を

煌
め
か
せ
、
１
８
５
４
年
に
鎖

国
を
解
い
た
徳
川
幕
府
が
そ
の

後
パ
リ
万
博
に
参
加
し
、
１
８

８
９
年
パ
リ
万
博
で
は
エ
ッ
フ

ェ
ル
塔
が
建
て
ら
れ
、
万
博
は

世
界
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

５５
年
ぶ
り
の
大
阪
・
関
西
万

博
を
、
単
な
る
一
つ
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
終
わ
ら
せ
ず
、
大
阪

・
関
西
経
済
を
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
さ
せ
る
契
機
に
し
た
い
も
の

で
す
。

例
え
ば
「
ネ
ク
ス
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
、
社
会
実
装
」、
モ
ノ

づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
リ

ア
ル
に
体
験
で
き
る
「
万
博
記

念
見
本
市
」
な
ど
、
万
博
の
レ

ガ
シ
ー
を
真
剣
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
大
阪
商
工
会
議
所
】

次
に
大
阪
商
工
会
議
所
に
つ

い
て
で
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
１
８

７
８
年
に
設
立
。
大
阪
商
工
会

議
所
の
初
代
会
頭
は
ご
存
じ
、

五
代
友
厚
で
す
。五
代
会
頭
は
、

「
商
法
会
議
所
を
設
立
し
、
広

く
論
議
を
尽
く
せ
ば
（
中
略
）

全
般
の
公
利
を
興
し
、
商
業

の
成
跡
を
改
良
す
る
に
至
る
は

必
然
」
と
述
べ
、
商
工
会
議
所

を
設
立
し
ま
し
た
。

五
代
会
頭
は
「
広
く
議
論
を

す
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
く
言

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
第
１６
代
会
頭
は
、
第
二

次
大
戦
後
の
中
興
の
祖
、
と
言

わ
れ
る
杉
道
助
で
す
。
杉
会
頭

は
、
大
叔
父
が
吉
田
松
陰
で
、

そ
の
思
想
の
後
継
者
と
も
言
え

る
人
で
す
が
、「
近
畿
は
一

つ
」、「
大
阪
の
復
興
が
日
本
の

国
力
の
回
復
に
寄
与
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
」
と
述
べ
、
大
阪

復
興
の
た
め
に
大
阪
経
済
振
興

審
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

両
会
頭
と
も
、
何
よ
り
も
リ

ア
ル
な
「
現
場
」
に
出
る
こ
と

を
重
要
視
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
現
場
第
一
主
義
で
す
。
両
会

頭
の
志
を
再
度
思
い
出
し
、
さ

ら
に
現
場
に
出
て
、
社
会
一
般

と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
こ
そ
、

日
本
経
済
、
大
阪
経
済
の
た
め

に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。と

こ
ろ
で
、
人
が
集
ま
れ
ば

組
織
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
組

織
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

専
門
家
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
活
躍
し
て
、
現
場
を
支
え

て
く
れ
ま
す
。
つ
ま
り
分
業
で

す
。
し
か
し
長
い
時
間
が
た
つ

と
、
組
織
で
は
タ
テ
の
ラ
イ
ン

が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。「
タ

テ
割
り
」
組
織
で
す
。
ヨ
コ
の

関
係
が
弱
く
な
り
、
メ
ン
バ
ー

は
自
分
の
タ
テ
の
ラ
イ
ン
に
の

み
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
組
織
の

全
体
感
、
俯
瞰
的
な
視
野
は
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
タ
テ
割

り
」
が
強
く
な
る
と
、
組
織
は

現
場
か
ら
離
れ
、
非
現
実
的
に

な
り
、
俯
瞰
的
に
全
体
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
現
実

世
界
か
ら
離
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

戦
後
８０
年
、
日
本
社
会
の
組

織
は
少
し
劣
化
し
、
現
場
か
ら

離
れ
、
全
体
感
、
俯
瞰
的
な
視

野
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

以
下
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
産

学
官
民
、
町
の
実
践
者
・
企
業

と
大
商
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

出
た
「
大
阪
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」

で
す
。

・
お
上
か
ら
言
わ
れ
て
で
き
た

ん
じ
ゃ
な
い
、
自
分
た
ち
で
作

っ
て
き
た
（
商
人
の
町
）

・
東
京
が
合
理
性
な
ら
、
大
阪

は
文
化
性
非
合
理

・
先
に
ギ
ブ
す
る

・
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
�
も
し
く
は
カ

オ
ス
・
ク
レ
イ
ジ
ー

・
大
阪
は
世
界
基
準
。
グ
ロ
ー

バ
ル
目
線
と
負
け
ん
気

・
お
も
し
ろ
か
っ
た
ら
許
さ
れ

る
。
東
京
は
成
功
の
文
化
、
大

阪
は
失
敗
を
笑
い
に
変
え
る
文

化・
お
せ
っ
か
い
と
い
う
名
の
共

助
精
神

こ
れ
が
い
か
に
タ
テ
割
り
の

強
固
な
組
織
と
相
い
れ
な
い
か

が
分
か
り
ま
す
。

「
共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

を
昨
年
よ
り
導
入
し
て
い
ま

す
。共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、

現
場
に
即
し
た
テ
ー
マ
、
課
題

か
ら
問
題
を
提
起
し
て
、
人
と

人
、
組
織
と
組
織
を
俯
瞰
的
に

見
て
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
で
あ

ろ
う
と
す
る
目
的
・
目
標
を
立

て
る
も
の
で
す
。

「
共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

と
は
、

・
現
場
主
義

・
俯
瞰
す
る

・
タ
テ
割
り
を
超
え
る

こ
と
で
す
。

「
共
創
」
の
考
え
方
の
下
、

６
つ
の
分
科
会
で
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

�
町
工
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＆

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

�
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ

�
日
本
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス

促
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

	
ウ
エ
ル
ネ
ス



人
材
育
成

�
中
小
企
業
支
援

共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、

部
門
と
分
科
会
を
超
え
た
多
様

な
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
、
多
彩

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
も
議

論
を
重
ね
て
、
初
め
て
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
ア
イ
デ
ィ

ア
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
議
論
に
自
ら
が
積
極
的
に

参
画
し
繰
り
返
す
こ
と
で
、

人
々
の
意
識
、
や
る
気
も
高
ま

っ
て
い
き
ま
す
。

再
度
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
共

創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
は
、

・
現
場
主
義

・
俯
瞰
す
る

・
タ
テ
割
り
を
超
え
る

こ
の
３
つ
で
あ
り
ま
す
。

俯
瞰
的
な
全
体
感
を
持
っ
て

テ
ー
マ
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
こ
の
複
雑
な
世
界
を
乗
り

越
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

共
創
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
サ

ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
い
る
内
外

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様

に
は
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
未
来

は
、

・
す
べ
て
の
会
員
の
皆
様

・
こ
こ
に
ご
参
集
の
議
員
の
皆

様・
そ
し
て
常
議
員
の
皆
様

・
副
会
頭
の
皆
様

・
そ
し
て
大
商
職
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
・
ご
支
援
・
ご
指
導

な
し
に
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

今
後
共
、
一
層
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
て
、

私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月
２８
日
、
第
４
回
通
常
議
員
総

会
を
大
商
で
開
催
し
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
を

活
か
し
た
事
業
の
推
進
や
、中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援
、

人
材
確
保
・
育
成
支
援
な
ど
を
柱
と
す
る
２
０
２
５
年
度

事
業
計
画
案
と
、
そ
れ
に
伴
う
収
支
予
算
案
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。（３

面
に
「
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
」）

総
会
で
は
、
冒
頭
の
鳥
井

信
吾
会
頭
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
２
０
２
５
年
度
事
業

計
画
案
と
収
支
予
算
案
が
審

議
さ
れ
た
。

２５
年
度
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
催
年
で
あ
る
と
と

も
に
、
中
期
計
画
「
挑
戦
都

市
や
っ
て
み
な
は
れ
！
大

阪
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
に

あ
た
る
。
２５
年
度
の
事
業
計

画
案
で
は
、
万
博
の
大
阪
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の

出
展
支
援
を
は
じ
め
、
万
博

の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
た
関

連
事
業
を
力
強
く
推
進
す
る

と
と
も
に
、
中
小
企
業
を
取

り
巻
く
潮
流
の
変
化
を
ふ
ま

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
や
人

材
の
確
保
・
育
成
な
ど
の
支

援
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
さ
ら

に
、
中
期
計
画
の
成
果
を
検

証
・
総
括
し
、万
博
後
の
大
阪

の
将
来
像
を
見
据
え
、
そ
の

継
承
を
検
討
す
る
と
し
た
。

併
せ
て
、
同
計
画
を
推
進

す
る
た
め
の
約
５７
億
円
の
収

支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

通
常
議
員
総
会
で
あ
い
さ
つ
す

る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
３

月
２８
日
、
大
商

２０２５年大阪・関西万博が４月１３日
に開幕する。大商が万博の成功と万博後
の大阪・関西の発展を目指して推進する
取り組みを紹介する。

大阪商工会議所は会員企業のビジネ
ス展開に役立てていただくため、「大阪
・関西万博視察ツアー」を開催する。添
乗員付きで、パビリオン３カ所の見学
が確約している充実した内容。申し込
みは４月１６日までにホームページか
ら。
日 時 ５月２９日９：００～１６：００

天王寺駅付近バスターミナル
集合

参加費 １人２０，０００円（往復バス、万博
入場チケット代、昼食代、保険
料、諸経費を含む）

定 員 ４０人（１社２人まで。申し込み
多数の場合は抽選。
１０人を下回る場合は
実施しない）

問合せ 会員部�６９４４・６９９０

大商の鳥井信吾会頭（左から５人目）らがテープカットに臨んだ�３月２３日、万
博会場内 撮影：（公社）大阪パビリオン

２０２５年日本国際博覧会大
阪パビリオン推進委員会（会長
�吉村洋文大阪府知事）、公益社
団法人２０２５年日本国際博覧
会大阪パビリオン（代表理事�
横山英幸大阪市長）が３月２３日、
ＥＸＰＯナショナルデーホール
（万博会場内）で開いた「大阪
ヘルスケアパビリオン開館式」
に大阪商工会議所の鳥井信吾会
頭が登壇した。
吉村洋文大阪府知事らによる

主催者あいさつの後、加藤明良
経済産業大臣政務官らが祝辞を
述べた。吉村知事と横山市長、大

阪ヘルスケアパビリオン公式ア
ンバサダーのアンミカ氏、倖田
來未氏が同館を紹介し、鳥井会
頭ら登壇者全員のフォトセッシ
ョンで開館式を締めくくった。
その後、大阪ヘルスケアパビ

リオンに会場を移動してテープ
カットセレモニーを行い、開館
を盛大に祝った。
同館には予約不要の「リボー

ンチャレンジ」などのエリアと、
予約が必要な「リボーン体験ル
ート」などが設けられる。
問合せ 万博協力推進室

�６９４４・６３２３

大阪商工会議所は、４月１日に、会員
の皆様に２０２５年度の会員証と併せて、
会費請求書・口座振替通知書をお送り
いたしました。
銀行振込の会員様は、会費などを４

月２８日までにお振り込みくださいます
ようお願い申しあげます。口座振替の
会員様は、４月２８日に指定の金融機関
の口座から引き落としをいたします。
会費・負担金は税法上、損金または

必要経費に算入できます。
ご登録内容に変更がある場合は、大

商ホームページにある変更届ＷＥＢフ
ォームもしくは、請求書に付属の「変更
届」でご連絡くださいますよう、併せて
お願い申しあげます。
問合せ 会員組織担当�６９４４・６２５１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
大

阪
市
商
店
会
総
連
盟
、
民
泊

サ
イ
ト
運
営
会
社
で
あ
る
Ａ

ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

と
連
携
し
、
大
阪
・
関
西
万

博
に
併
せ
た
新
し
い
商
店
街

集
客
事
業「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ

ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
〜
商
店
街
で

朝
食
を
〜
」
を
実
施
す
る
。

同
事
業
は
、
大
阪
に
来
る

観
光
客
、
特
に
民
泊
施
設
に

宿
泊
し
た
方
に
「
商
店
街
」

で
「
朝
ご
は
ん
」
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

市
内
の
朝
食
を
楽
し
め
る
お

店
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
発
信
す
る
ほ
か
、
冊
子
も

作
成
し
配
布
す
る
。

朝
の
商
店
街
は
こ
れ
ま
で

注
目
度
が
高
く
な
か
っ
た

が
、
今
回
あ
え
て
地
域
の
朝

の
ふ
れ
あ
い
拠
点
と
な
っ
て

い
る
喫
茶
店
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
。
ま
た
観
光
対
象
の

「
地
域
」「
時
間
帯
」を
広
げ
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
回

避
に
も
つ
な
げ
る
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

「
い
っ
て
み
な
は
れ
」

い
よ
い
よ
大
阪
・
関
西
万

博
が
４
月
１３
日
に
開
幕
す

る
。
こ
れ
か
ら
半
年
間
に
わ

た
っ
て
、
大
阪
は
特
別
な
場

所
に
な
る
は
ず
だ
▼
５５
年
前

の
大
阪
万
博
当
時
、
私
は
小

学
校
低
学
年
だ
っ
た
。
わ
け

も
わ
か
ら
ず
家
族
に
連
れ
ら

れ
、「
よ
そ
行
き
」
の
服
を
着

て
会
場
に
何
度
も
足
を
運
ん

だ
▼
見
た
こ
と
も
な
い
建
物

や
展
示
物
、便
利
な
新
技
術
、

最
後
尾
が
見
え
な
い
行
列
、

初
め
て
の
食
べ
物
、
夜
の
会

場
の
美
し
さ
な
ど
、
行
く
た

び
に
独
特
の
雰
囲
気
に
圧
倒

さ
れ
た
。
な
か
で
も
一
番
驚

い
た
の
は
、
目
の
前
で
初
め

て
見
る
ザ
・
外
国
人
だ
っ

た
。
知
ら
な
い
言
葉
で
話
し

か
け
ら
れ
た
。
体
格
も
目
鼻

立
ち
も
目
の
色
も
、
体
臭
ま

で
、
衝
撃
的
だ
っ
た
▼
何
も

教
え
ら
れ
な
く
て
も
、
世
界

の
広
さ
や
未
来
の
姿
を
実
感

し
た
。
い
ま
で
も
太
陽
の
塔

を
み
る
と
、
当
時
の
感
覚
を

懐
か
し
く
思
い
出
す
ほ
ど
だ

▼
そ
の
当
時
と
現
在
で
は
、

時
代
が
違
う
、
テ
ー
マ
も
違

う
、
ま
た
日
本
の
社
会
が
進

歩
し
た
の
も
わ
か
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
今
度
の
万
博

も
、
参
加
し
た
人
そ
れ
ぞ
れ

に
想
像
を
上
回
る
何
か
を
体

験
し
、
感
じ
さ
せ
て
く
れ
、

心
に
何
か
を
残
せ
る
も
の
で

あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。
さ

あ
、
予
約
が
め
ん
ど
く
さ
い

と
か
い
わ
ず
に
、
半
年
限
り

の
特
別
な
場
所
へ
「
い
っ
て

み
な
は
れ
」。

（
播
卯
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

大阪・関西万博視察ツアー

会費等ご納入のお願い

今年度の専門相談スケジュール �

�特集�
大阪・関西万博 ４月１３日開幕
万博とその先へ 大商の取り組み �

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2025

中期計画の最終年度
万博活かし事業推進

万博に併せ新たな集客事業

商店街で朝食を

第第４４回回通通常常議議員員総総会会

▼詳細は
こちら

第４回通常
議 員 総 会

鳥
井
会
頭

あ
い
さ
つ（
要
旨
）

挑
戦
都
市
や
っ
て
み
な
は
れ
！
大
阪
プ
ラ
ン

万
博
を
大
阪
・
関
西
経
済
飛
躍
の
契
機
に

https���www. facebook. com�
osakacci�

Facebook
大阪商工会議所

ＷＥＢ版
大商ニュース

鳥井会頭らがテープカット
大阪ヘルスケアパビリオン開館

２０２５年（令和７年）４月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１３７５（１）
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同
戦
略
は
、
観
光
・
国
際

交
流
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分

野
に
お
け
る
大
阪
府
・
大
阪

市
の
共
通
戦
略
。
現
行
の
戦

略
は
、
２
０
２
５
年
度
末
に

計
画
期
限
を
迎
え
る
。

こ
の
ほ
ど
取
り
ま
と
め
た

意
見
で
は
、
重
点
取
り
組
み

と
し
て
、
�
高
質
な
都
市
魅

力
を
伸
ば
す
�
多
様
な
人

材
、
産
業
と
の
「
共
創
」
を

加
速
す
る
�
持
続
的
な
成
長

を
促
す
�
�
と
い
う
３
点
を

提
示
。
そ
れ
ら
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
、人
材
育
成
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
求
め
た
。

具
体
的
に
は
、東
西
軸（
大

阪
城
東
部
地
区
〜
夢
洲
）
を

重
点
エ
リ
ア
に
位
置
づ
け
、

そ
の
間
に
立
地
す
る
各
拠
点

（
京
橋
、
天
満
橋
、
中
之
島
、

弁
天
町
な
ど
）
の
ハ
ー
ド
整

備
、
ソ
フ
ト
施
策
を
連
携
し

て
推
進
す
べ
き
と
い
う
意
見

や
、「
水
都
大
阪
」
を
よ
り
広

義
で
再
評
価
・
再
定
義
し
、

都
市
魅
力
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

と
し
て
環
境
整
備
や
情
報
発

信
を
強
化
す
べ
き
と
い
う
提

案
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
、
大
阪
Ｉ
Ｒ
開
業
に

向
け
た
戦
略
的
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
の
推
進
、
大
阪
・
関
西

万
博
を
契
機
に
拡
充
さ
れ
た

関
西
国
際
空
港
や
関
西
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
域
観
光

の
強
化
も
求
め
た
。

さ
ら
に
、
観
光
客
が
集
中

す
る
地
域
に
お
け
る
ゴ
ミ
箱

や
ト
イ
レ
の
設
置
・
定
期
的

な
清
掃
、
放
置
自
転
車
対
策

な
ど
を
喫
緊
の「
観
光
課
題
」

と
認
識
し
、
そ
の
対
応
に
必

要
な
体
制
や
仕
組
み
、
財
源

を
早
急
に
整
備
す
べ
き
、
と

し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
の
都
市
活
性
化
委
員
会
（
委
員
長
�
河
井
英
明
・
大
阪
市
高
速
電

気
軌
道
社
長
）
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
委
員
会
（
委
員
長
�
福
島
伸
一
・
大
阪
観
光
局
会

長
）
は
３
月
２４
日
、
大
阪
府
・
大
阪
市
が
２
０
２
６
年
度
か
ら
５
カ
年
か
け
て
取
り
組

む
次
期
「
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略
」
に
対
す
る
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
。
持
続
可
能

な
観
光
の
仕
組
み
づ
く
り
で
、
国
際
評
価
を
高
め
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
を
継
承
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

２６
日
、
国
内
外
の
先
端
的
な

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
Ｓ
Ｕ
）

に
よ
る「
ま
ち
な
か
」見
本
市

「
Ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ

Ｆ

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ（
Ｄ
Ｄ

Ｆ
ｅ
ｓ
）」を
な
ん
ば
広
場
で

開
い
た
。

大
商
と
Ｓ
Ｕ
支
援
事
業
で

連
携
す
る
支
援
組
織
が
推
薦

す
る
全
国
各
地
の
Ｓ
Ｕ
や
、

近
年
Ｓ
Ｕ
の
躍
進
で
注
目
さ

れ
る
韓
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
全
３３
社
が

参
加
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
か

ら
家
族
連
れ
な
ど
、
一
般
市

民
が
行
き
交
う
会
場
で
、
各

社
は
自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
販
売
や
効
果
検
証
、
市

場
性
の
調
査
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
商
の

立
野
純
三
副
会
頭
が
開
会
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
出
展
企
業

の
ピ
ッ
チ
、
伝
統
芸
能「
能
」

の
実
演
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

会
場
内
は
多
く
の
参
加
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

同
事
業
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
会
場
内
で
行
わ
れ
る

「
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｓ
ｔ
ａ

ｒ
ｔ
ｕ
ｐ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２

０
２
５
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
か

ら
は
「
万
博
に
も
行
っ
て
み

た
く
な
っ
た
」
な
ど
期
待
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

�
記
念
撮
影
に
臨
む
大
阪
商
工
会
議
所
の
立
野
純
三
副
会
頭
（
前

列
中
央
）
ら
�
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
製
品
を
見
学
す
る
大
商
の
鳥

井
信
吾
会
頭
�
い
ず
れ
も
３
月
２６
日
、
大
阪
市
中
央
区

大
阪
商
工
会
議
所
は
関
西

経
済
連
合
会
と
共
同
で
四
半

期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」

の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
発
表

し
た
。

足
元
１
〜
３
月
期
の
自
社

業
況
は
、Ｂ
Ｓ
Ｉ
値（「
上
昇
」

か
ら
「
下
降
」
の
割
合
を
引

い
た
指
数
）
４
・
９
と
、
前

回
調
査
（
２１
・
７
）
か
ら
プ

ラ
ス
幅
が
縮
小
。
規
模
別
で

は
、
大
企
業
は
１９
・
８
で
、

（
前
回
調
査
２７
・
０
）
と
１１

期
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た

一
方
、
中
小
企
業
は
マ
イ
ナ

ス
３
・
９
（
前
回
調
査
１８
・

５
）と
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。

２
０
２
５
年
度
の
設
備
投

資
計
画
は
、
７６
・
０
％
の
企

業
が
「
実
施
予
定
」
と
回
答

し
た
。
う
ち
、
４３
・
４
％
が
、

今
年
度
よ
り
も
「
増
額
し
て

実
施
予
定
」
と
答
え
た
。
設

備
投
資
の
目
的（
複
数
回
答
）

は
、「
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
化
促

進
」（
３９
・
２
％
）、「
設
備
の

維
持
・
補
修
」（
３８
・
２

％
）、「
生
産
性
向
上
・
省
力

化
・
省
人
化
」（
３１
・
９
％
）

が
上
位
。

２
０
２
５
年
度
の
正
社
員

の
賃
上
げ
意
向
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
賃
上
げ
を
検
討
」
は

大
企
業
で
７３
・
９
％
、
中
小

企
業
で
７６
・
９
％
と
な
っ

た
。
賃
上
げ
検
討
企
業
の
う

ち
、「
業
績
の
改
善
は
な
い
が

賃
上
げ
を
検
討
」
と
回
答
し

た
企
業
は
、
大
企
業
は
４９
・

３
％
、
中
小
企
業
は
６３
・
０

％
と
な
っ
た
。

調
査
は
２
月
１４
日
〜
２７

日
、
１
６
５
７
社
を
対
象
に

実
施
し
、
５
３
７
社
か
ら
回

答
を
得
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

な
ん
ば
駅
周
辺
に
お
け
る

空
間
再
編
推
進
事
業
の
完
成

式
典
が
３
月
２２
日
に
開
か

れ
、
大
阪
商
工
会
議
所
か
ら

鳥
井
信
吾
会
頭
（
写
真
右
か

ら
５
人
目
）、井
内
摂
男
専
務

理
事
、
近
藤
博
宣
常
務
理
事

・
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。

同
事
業
は
、
２
０
２
３
年

１１
月
に
広
場
部
分
が
先
行
完

成
し
、
こ
の
ほ
ど
、
な
ん
さ

ん
通
り
も
含
め
た
事
業
全
体

が
完
成
し
た
。

大
商
は
、
２
０
１
５
年
２

月
に
発
表
し
た
「
ミ
ナ
ミ
に

賑
わ
い
づ
く
り
、
魅
力
発
信

に
向
け
た
提
言
」
で
、
先
導

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
な
ん

ば
駅
前
の
広
場
化
を
提
案
。

以
来
、そ
の
実
現
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
き
た
。

式
典
は
、
地
元
商
店
街
や

企
業
に
よ
る
「
な
ん
ば
安
全

安
心
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」（
会
長
�
菊
地
正

吾
・
戎
橋
筋
商
店
街
振
興
組

合
理
事
長
�
同
右
か
ら
７
人

目
�
）
が
主
催
。
主
催
者
や

横
山
英
幸
大
阪
市
長
（
同
右

か
ら
４
人
目
）、
鳥
井
会
頭
、

遠
北
光
彦
・
南
海
電
気
鉄
道

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
同
右
か
ら

２
人
目
）、千
田
忠
司
・
大
阪

市
商
店
会
総
連
盟
理
事
長

（
同
右
か
ら
３
人
目
）
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１３
日
、「
第
２
回
ア
フ
リ
カ
ビ

ジ
ネ
ス
勉
強
会
」
を
大
商
で

開
き
、約
８０
人
が
参
加
し
た
。

経
済
産
業
省
の
加
藤
健
治

通
商
政
策
局
中
東
ア
フ
リ
カ

課
ア
フ
リ
カ
室
長
と
駐
ル
ワ

ン
ダ
大
使
を
務
め
た
大
商
の

今
井
雅
啓
常
議
員
（
伊
藤
忠

商
事
専
務
理
事
）（
当
時
）が

講
演
し
た
。

終
了
後
も
参
加
者
間
の
交

流
が
活
発
に
行
わ
れ
る
な

ど
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
た
。

同
勉
強
会
は
２
月
に
設
置

し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス

等
新
興
国
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

ア
フ
リ
カ
部
会
」
の
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１９
日
、
共
済
制
度
優
秀
推
進

員
の
表
彰
式
を
大
阪
市
内
で

開
い
た
。

同
表
彰
式
は
毎
年
、
大
商

３
共
済
制
度
（
生
命
共
済
、

特
定
退
職
金
共
済
、
個
人
年

金
共
済
）
の
新
規
事
業
所
の

獲
得
な
ど
で
優
れ
た
実
績
を

上
げ
た
委
託
生
命
保
険
会
社

の
営
業
推
進
員
を
表
彰
し
て

い
る
も
の
。

２
０
２
４
年
度
の
最
優
秀

推
進
員
に
は
、
住
友
生
命
の

坂
田
知
穂
さ
ん
と
日
本
生
命

の
西
喜
多
智
哉
さ
ん
が
選
ば

れ
、
大
商
の
近
藤
博
宣
常
務

理
事
・
事
務
局
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

大
商
の
特
定
退
職
金
共
済

は
、
制
度
発
足
５０
周
年
を
迎

え
た
。

【
問
合
せ
】
共
済
事
業
室
�

６
９
４
４
・
６
３
４
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
４
月
９
日
か
ら
、
特
別

展
示
「
―
挑
戦
・
創
意
工
夫

―
今
活
躍
す
る
企
業
家
た
ち

２
０
２
５
」
を
実
施
す
る
。

展
示
企
業
は
、
近
畿
経
済

産
業
局
の
「
関
西
も
の
づ
く

り
新
撰
２
０
２
５
」
に
選
定

さ
れ
た
２８
社
で
、「
生
産
性
向

上
・
省
力
化
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現

（
Ｇ
Ｘ
）
」
な
ど
の
分
野
か
ら

選
定
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
製

品
や
技
術
を
持
つ
。

日
本
や
世
界
が
抱
え
る
社

会
課
題
な
ど
の
解
決
に
資
す

る
製
品
・
技
術
な
ど
に
挑
戦

す
る
企
業
家
精
神
を
パ
ネ
ル

や
動
画
な
ど
で
紹
介
す
る
。

会
期
は
７
月
１９
日
ま
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
初

代
会
頭
の
五
代
友
厚
が
大
久

保
利
通
や
渋
沢
栄
一
な
ど
幕

末
・
明
治
の
政
府
・
財
界
人

と
交
わ
し
た
書
簡
や
事
業
に

か
か
わ
る
書
類
な
ど
、
約
六

千
点
を
「
五
代
友
厚
関
係
文

書
」と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
創
立
２０
周
年
を
記
念

し
て
２
０
２
１
年
度
か
ら
同

文
書
の
一
部
を
順
次
、
ウ
エ

ブ
上
に
公
開
。
こ
の
ほ
ど
、

新
た
に
５
点
を
追
加
し
た
。

同
文
書
は
、
明
治
期
の
経
済

史
研
究
な
ど
に
活
用
で
き

る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

記念撮影に臨む住友生命の坂田
知穂さん（中央）と大商の近藤
博宣常務理事・事務局長（左）、
松岡誠理事・中小企業振興部長
�３月１９日、大阪市中央区

東アフリカ市場のビジネス展
開について講演する今井雅啓
氏�３月１３日、大商

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

１６
日
、
働
く
人
た
ち
の
心
の

健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と

し
た
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

マ
ネ
ジ
マ
ン
ト
検
定
試
験
」

の
第
３８
回
公
開
試
験
を
全
国

１５
都
市
で
実
施
し
た
（
写

真
）。企業

、
労
働
者
双
方
の
立

場
か
ら
「
心
の
健
康
」
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
受

験
申
込
者
数
は
２
万
３
０
２

人
に
の
ぼ
り
、
累
計
申
込
者

数
は
７０
万
人
を
超
え
る
。

同
検
定
試
験
は
、
▽
�
種

�
人
事
労
務
担
当
者
・
経
営

幹
部
対
象
▽
�
種
�
管
理
職

対
象
▽
�
種
�
一
般
社
員
対

象
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
職
場
で
必
要
な
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
知

識
や
対
処
方
法
の
習
得
度
を

測
る
。次
回
の
公
開
試
験
は
、

１１
月
２
日
に
行
う
。

【
問
合
せ
】
検
定
担
当
�
６

９
４
４
・
６
４
３
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

２４
日
、
第
１５
回
常
議
員
会
を

開
き
、
�
会
員
加
入
�
２
０

２
５
年
度
事
業
計
画
�
２
０

２
５
年
度
収
支
予
算
�
次
期

「
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略
」

へ
の
意
見
�
「
令
和
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
天
の
川
伝
説
２
０
２

５
」
へ
の
協
力
�
２
０
２
５

年
「
生
國
魂
祭
渡
御
行
事
」

へ
の
協
力
	
顧
問
委
嘱
の
承

認


委
員
会
委
員
委
嘱
の
承

認
�
�
に
つ
い
て
審
議
し
、

了
承
し
た
。

ま
た
、
�
議
員
の
就
任
・

辞
任
�
情
報
・
通
信
部
会
・

デ
ジ
タ
ル
変
革
推
進
委
員
会

ベ
ト
ナ
ム
Ｉ
Ｔ
事
情
視
察

団
派
遣
�
「
熊
本
・
長
崎
視

察
会
」
�
「
第
３
回
活
躍
す

る
女
性
リ
ー
ダ
ー
表
彰
」
開

催
�
万
博
に
併
せ
た
新
し
い

商
店
街
集
客
事
業
「
Ｏ
ｓ
ａ

ｋ
ａ
Ｍ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
〜

商
店
街
で
朝
食
を
〜
」
�
�

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会

員
数
は
、
法
人
２
万
３
３
６

５
、
団
体
１
０
１
２
、
個
人

７
５
６
４
の
合
計
３
万
１
９

４
１
と
な
っ
た
。

水
都
大
阪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
構
成
�
大
阪
商
工
会
議

所
、
大
阪
府
、
大
阪
市
な
ど
）

や
大
阪
シ
テ
ィ
ク
ル
ー
ズ
推

進
協
議
会
は
３
月
２２
日
、
春

の
訪
れ
を
祝
う
「
水
都
大
阪

川
開
き
」
を
八
軒
家
浜
で
開

い
た
（
写
真
）。

大
阪
府
広
報
担
当
副
知
事

「
も
ず
や
ん
」
が
見
守
る
な

か
、
地
元
関
係
者
や
主
催
者

の
代
表
ら
が
「
金
の
鍵
」
を

大
川
に
投
げ
入
れ
て
、
安
全

運
航
を
祈
願
し
た
。

当
日
は
大
阪
・
関
西
万
博

機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
「
デ
ン

マ
ー
ク
＆
ス
ペ
イ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
開

か
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
た
。八
軒
家
浜
周
辺
で
は
、

桜
の
季
節
に
お
花
見
ク
ル
ー

ズ
や
水
辺
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
な
ど
が
楽
し
め
る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

ア
フ
リ
カ
勉
強
会
に
８０
人

次次
期期��
大大
阪阪
都都
市市
魅魅
力力
創創
造造
戦戦
略略
��へへ
意意
見見

今
井
雅
啓
氏
が
講
演

万
博
の
コ
ン
セ
プ
ト�
未
来
社
会
の
実
験
場
�継
承
な
ど

春の訪れ祝う
八軒家浜で川開き

▼詳細は
こちら

１～３月期
自 社 業 況

足
元
は
プ
ラ
ス
幅
縮
小

７
割
以
上
が
賃
上
げ
を
検
討

▼詳細は
こちら

ミナミに新たなにぎわい創出へ

なんば広場が完成

大
商
共
済
制
度

最
優
秀
推
進
員
を
表
彰

メンタルヘルス検定

�心の健康�への関心高まり

国内外スタートアップ３３社

▼詳細は
こちら

なんば広場で見本市

今活躍する企業
２８社を展示
企業家ミュージアム

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

常常
議議
員員
会会
開開
くく

五
代
文
書

５
点
公
開

企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（２）２０２５年（令和７年）４月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３７５



「２０２５年大阪・関西万博」の開催年であるとともに、中期計画「挑戦都市 やってみなはれ! 大
阪プラン」の最終年度にあたる今年度、大阪商工会議所は、大阪ヘルスケアパビリオンへの出展支援
をはじめ、万博のチャンスを活かした関連事業を力強く推進するとともに、中期計画の総仕上げに取
り組む。中小企業を取り巻く潮流の変化をふまえ、グローバル展開や人材の確保育成など、支援策に
一層の工夫を加え注力する。中期計画の成果を検証・総括し、万博後の大阪の将来像を見据え、その
継承を検討する。部会・委員会・支部による連携した取り組みや組織基盤の強化につとめ、組織のプ
レゼンス向上を図る。

�．価値創出・課題解決
プロジェクト

１１．．ももののづづくくりり××イイノノベベーー
シショョンンププロロジジェェククトト

次世代テックフォーラムの運営

・関心企業が集うワーキンググル
ープの組成、ビジネス開発支援
・「大阪ヘルスケアパビリオン」
出展

メタバースビジネス創出プラット
フォームの運営

・ビジネス化支援
・大阪・関西万博（バーチャル万
博等）との連携

ＳＤＧｓ／ＥＳＧプラットフォー
ムの運営

・コンサルティングメニューの充
実
・グリーン関連マッチングの拡大
・大阪・関西万博とコラボした取
り組み展開

グローバル・イノベーション・フ
ォーラムの運営

・大阪・関西万博との連携

スタートアップ支援事業の推進

・全国のスタートアップと中小企
業のマッチング
・大阪・関西万博催事（政府イベ
ント）との連携
・その他、各種スタートアップ支
援事業の実施

町工場ネットワークの拡充

・リボーンチャレンジ出展
・ものづくり加工ネットワーク強
化交流会の開催

MoTTo OSAKAオープンイノベ
ーションフォーラムの運営

・フォーラムの運営（マッチング
規模の拡充）

繊維・アパレル産業のイノベーシ
ョン促進

・「大阪ファッション産業振興フ
ォーラム」の開催
・「繊維・ファッション買い付け
商談会」（仮称）の開催（新規）
・「大阪ヘルスケアパビリオン」
出展

２２．．ウウエエルルネネススビビジジネネスス創創
出出ププロロジジェェククトト

創薬支援プラットフォームの運営

・創薬シーズ・基盤技術アライア
ンスネットワーク（ＤＳＡＮＪ）
の拡充

医療機器ビジネス支援プラットフ
ォームの運営

・事業化支援の拡充

スポーツ産業の振興

・ヘルスケアビジネスの一般展開
に向けた支援事業の実施
・大阪公立大学森之宮キャンパス
におけるリビングラボ、実証プロ
ジェクトの開始

融合領域の拡大による新ビジネス
創出支援／「未来の医療」の推進

・融合領域におけるビジネス化
・他の医療機関との連携開始

融合領域の拡大による新ビジネス
創出支援／ウエルネスビジネス創
出支援／ウエルネスオフィス・プ
ロジェクト

・取り組みテーマの拡充とチーム
組成
・融合領域におけるビジネス化
・「大阪ヘルスケアパビリオン」
出展
・万博会場外の、大阪市内におけ
るショーケースの検討

多国間メドテックアクセラレーシ
ョン事業

・最終ピッチコンテストの大阪誘
致

医療機器ビジネスの途上国市場開
拓支援

・ＪＩＣＡ等と連携し、他の途上
国への取り組み拡大

３３．．都都市市魅魅力力再再構構築築ププロロジジ
ェェククトト

都市魅力の再構築

・万博開催時の魅力発信事業（大
阪まちごと万博共創プラットフォ
ームでの情報発信）の実践、それ
以降の推進検討
・「なにわなんでも大阪チャレン
ジ」の継続実施

・モビリティを核としたスマート
シティの検討

グレーターミナミの活性化

・グレーターミナミ地域のブラン
ディングに資する活動の実施
・グレーターミナミシティにおけ
る取り組み
・安全安心のまちづくり

食のまち・大阪のブランド向上

・「万博メニューでおもてなし」
を通じた大阪の食の魅力発信と周
遊促進
・海外パビリオン併設レストラン
の名物料理紹介等、食を切り口に
した万博来場促進

富裕層の戦略的誘致と滞在交流型
観光の推進

・万博開催時の観光魅力発信、高
付加価値化

商店街観光の振興

・万博開催にあわせた商店街の魅
力発信

４４．．ままちちななかかリリビビンンググララボボ
ププロロジジェェククトト

リビングラボの推進

・都心型オープンイノベーション
拠点「Xport」におけるマッチング
支援事業、人材育成プログラムの
実施

実証事業の推進

・都心シンボル的な空間での実証
支援
・エリアマネジメント団体と連携
した実証支援

２２００２２５５年年大大阪阪・・関関西西万万
博博にに向向けけたた事事業業推推進進

万博に向けた機運醸成・参画支援

・万博の開催支援
・万博開催時の来訪者受け入れ

大阪ヘルスケアパビリオン出展支
援

・中小企業・スタートアップ展示
ゾーンの運営

�．経営基盤強化パッケ
ージ

５５．．稼稼ぐぐ力力強強化化パパッッケケーージジ
経営基盤強化

・資金繰り支援、外部専門家相談
の実施、ＢＣＰ（事業継続計画）
策定支援
・各種保険の普及促進
・健康経営を支援するセミナーや
個別相談会の実施
・女性起業家支援のためのセミナ
ー・勉強会の実施

事業再生・事業承継支援

・大阪府中小企業活性化協議会の
運営、経営改善、事業再生、収益
力改善、再チャレンジ支援
・大阪府事業承継・引継ぎ支援セ
ンターの運営、事業承継計画策定
支援
・金融機関等と連携した案件掘り
起こし、相談対応、ハンズオン支
援

収益力強化

・自社ブランド商品の開発を支援
するゼミ、バイヤーとのマッチン
グ、商品化までの伴走支援や商業
施設・展示会出展等の支援
・中小企業・スタートアップが応
用力と創造力を持った製品を市場
に投入する機会の提供

生産性向上（ＩＴ導入支援）

・専門家によるＩＴ導入支援

６６．．人人的的資資本本強強化化パパッッケケーージジ
社会人の学び直し支援

・大学等と連携して高度専門分野
人材の育成を目指し、リカレント
教育プログラムを実施
・デザインソフトを活用したデザ
インスキルやプレゼンテーション
スキルなどの実務講座を実施する
とともに、パソコン教室を運営
・経営者のリスキリングを支援す
るため、経営者・経営幹部対象の
経営塾を新たに実施

多様な人材の活躍推進

・外国人材活躍に向けて、大学等
と企業による「外国人留学生採用
のための情報交換会」
・育成就労制度や女性・高齢者・
障がい者・外部人材の活躍推進に
関するセミナー等を実施
・「活躍する女性リーダー表彰」
を実施
・「ＯＳＡＫＡ外国人材受入促進
・共生推進協議会」等に参画

若手人材の確保・活躍支援

・「キャリアデザイン塾」「ツナガ
ル若手共創プロジェクト」を実施
・「大学等と企業との就職情報交
換会」を開催
・「採用担当者のための情報交換
会」「新卒採用支援セミナー」等を
開催

中小企業の人材育成支援

・階層・分野別研修の実施
・優良商工従業員表彰の実施
・メンタルヘルス・マネジメン
ト、ビジネス会計など１６種類の検
定、受験対策WEB講座の実施
・大阪企業家ミュージアムにおけ
る常設・特別展示の他、新たに、
老舗企業の特徴や経営理念などを
紹介する特設コーナーを設置、若
い世代が関心を寄せる企業・経営
者をセミナー等で取り上げる

７７．．商商流流創創造造・・ググロローーババ
ルル展展開開パパッッケケーージジ

商談会の開催

・「大阪勧業展」「買いまっせ�売
れ筋商品発掘市」「大阪クリエイト
フェア」「ザ・ベストバイヤーズ」
の実施

ザ・ビジネスモールを活用した商
談機会の創出

・「ザ・ビジネスモール」のさら
なる登録、活用促進

万博関連受発注支援サイトの運営

・「万博商談もずやんモール」の
運営
・発注案件や売り手企業の登録等
の促進、サイトの活性化

日本アセアンビジネス促進プラッ
トフォーム

・日本アセアンビジネス促進プラ
ットフォームで連携するアセアン
主要６カ国の商工会議所会頭等を
招き、日アセアンビジネス連携の
強化に資する事業や各国のＣＣＩ
企業ミッション団等との交流会を
実施
・重要性が増している「人材」活
用・交流に焦点を当てた事業を展
開

グローバル化支援

・国内外から大阪に人が集まる万
博の機を捉えて、大阪企業への情
報提供・マッチング、また来訪者
への大阪プロモーション等を実施
する
・万博後には、海外プロモーショ
ンや各種ビジネスイベントを実施
する。貿易証明の発給、貿易実務
セミナーや相談事業を実施

�．インフラ整備、提言
・要望

イインンフフララ整整備備
都市インフラの整備促進

・北陸新幹線早期全線開業実現大
阪協議会や北陸・関西連携会議等
を通じ、敦賀・新大阪間の早期着
工に向けた要望等を行う
・リニア中央新幹線早期全線開業
に向けた要望・機運醸成を引き続
き行う
・関西の高速道路網整備を引き続
き要望する
・関西国際空港の成長に向けて取
り組む
・新大阪駅周辺のまちづくり等に
継続して参画

提提言言・・要要望望
国・自治体への政策提言・要望活
動の実施

・会員企業対象の経営・経済動向
調査や小規模企業対象の景況調査
等を随時実施
・国・地元自治体等に対し、中小
企業対策、税制改正、産業振興等、
幅広いテーマで、機動的に政策提

言・要望活動を実施

�．「挑戦都市 やってみ
なはれ! 大阪プラン」
の検証・総括・継承

�．組織基盤の強化・支
部の活動

組組織織基基盤盤のの強強化化
効果的な広報・PR活動

・機関紙「大商ニュース」やホー
ムページ、大商事業を紹介した「大
商便利帖」、大商メールステーショ
ン、フェイスブック等のＳＮＳの
活用により、大商事業の広報・Ｐ
Ｒを精力的に行う
・ソーシャルメディア／ＳＮＳを
活用し、これまで接点がなかった
層への発信を図るとともに、大商
の伴走支援による中小企業の販路
開拓や新分野進出の成功事例をわ
かりやすく紹介し、会員企業の経
営改善を支援する
・「挑戦都市 やってみなはれ! 大
阪プラン」を推進するシンポジウ
ムを新聞社と数回共催するととも
に、大商の活動が一層マスメディ
アに取り上げられるよう、報道関
係者への「提案型」広報に注力す
る

３万会員維持・会員満足度向上

・安定的な３万会員を維持するた
めに、新規会員勧誘活動と会員継
続促進活動を展開する
・大商が実施する会員に役立つ事
業を紹介して、加入を促すととも
に、会員の事業・サービス利用の
増加を目的とした会員満足度向上
活動、会員ニーズに即した事業紹
介・広報等に取り組む
・こうした活動を通じて大商のフ
ァンを拡大し、事業の価値の共有
と会員満足度の向上を図る

支支部部のの活活動動
・経営指導員が巡回訪問し、金融、
事業承継、ＩＴ化、販路開拓等、
伴走型経営相談を行う
・小規模事業者経営改善資金融資
（マル経融資）等、金融に関する
説明会・個別相談会を開催する。
・各地域のニーズ・特性に応じた
地域活性化事業・小規模事業者支
援事業等を実施する
北支部：経営力向上支援事業、商
店街集客支援事業、親族内承継支
援事業
東支部：中小企業の生産性向上支
援、東部商店街にぎわい創出事業
中央支部：ＢＣＰ策定支援事業、
ミナミ活性化事業
西支部：西部エリア「え～もん
市」、ものづくり加工ネットワーク
強化交流会
南支部：あべの天王寺・サマーキ
ャンパス、ものづくり加工ネット
ワーク強化交流会、経営力向上支
援事業

２２００２２５５年年度度 事事業業計計画画大大阪阪商商工工会会議議所所

２０２５年（令和７年）４月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３７５（３）
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情報はこちらから

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
や
創
業
希

望
者
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、税
理
士
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
専
門

家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
（
表
）
。

�
相
談
例
�
▽
取
引
先
や
顧

客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
契
約
や

取
引
条
件
、
債
権
回
収
、
損

害
賠
償
、
不
公
正
取
引
、
価

格
転
嫁
▽
労
務
ト
ラ
ブ
ル
、

就
業
規
則
、
労
働
・
社
会
保

険
、
助
成
金
、
賃
金
・
人
事

制
度
▽
法
人
税
や
所
得
税
、

資
産
税
、
経
理
の
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
化
、税
制
改
正
、

会
社
設
立
▽
新
事
業
立
案
、

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」

「
経
営
革
新
計
画
」
等
の
申

請
、
創
業
計
画
策
定
▽
生
産

管
理
・
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
診

断
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
等
の
活

用
▽
新
製
品
開
発
、
生
産
性

向
上
▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手

法
、
販
路
開
拓
の
進
め
方
▽

融
資
、
借
入
金
の
返
済
条
件

の
見
直
し
、
金
融
機
関
へ
の

対
応
。

経
営
者
の
立
場
に
立
ち
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
相
談
は

面
談
・
電
話
と
も
可
。
大
阪

府
の
補
助
金
を
受
け
て
実

施
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

検検定定試試験験情情報報

◆日商簿記検定１～３級（全国統
一試験）
経営活動を記録・計算・整理し

て経営成績と財政状態を明らかに
する技能を身につける。
試験日 ６月８日
申込み クレジットカード決済は

４月２１日～５月７日、コ
ンビニ店頭決済は４月２１
日～５月２日

受験料 １級８，８００円
２級５，５００円
３級３，３００円

問合せ 検定担当
�６９４４・６４３０

◆４月開講 日商簿記３級対策講
座�本町教室�
◎平日コース
日 時 ４月４日～６月３日（全

１６回）１８：３０～２０：５０
◎日曜コース
日 時 ４月１３日～６月１日（全

８回）１０：００～１５：２０
（１０：００～１２：２０／１３：
００～１５：２０ １日２コ

マ）
場 所 ミライフ本町教室（大阪

市中央区）
◆４月開講 日商簿記３級対策講
座�新大阪教室�
◎土曜コース
日 時 ４月１２日～６月７日（全

８回）１２：００～１６：５０
（１２：００～１４：２０／１４：
３０～１６：５０ １日２コ
マ）

場 所 ミライフ新大阪教室（大
阪市淀川区）

◆４月開講 日商簿記２級対策講
座�本町教室�
◎平日コース
日 時 ４月１７日～７月３１日（全

２６回）１８：３０～２１：００
◎土曜コース
日 時 ４月１９日～７月２６日（全

１２回）１０：００～１６：００（�
１０：００～１２：３０�１３：３０
～１６：００ １日２コマ、
７回と１２回のみ３コマ	
１６：１０～１８：４０あり）

場 所 ミライフ本町教室（大阪
市中央区）

Ｇ７ ジャパンフードサービス
７月１０日（木）

【商談分野】一般加工食品：食品
（常温）、日配（チルド、フローズ
ン）、菓子、パン（常温）
※酒類は対象外（グループ会社で
酒の取り扱いがあるため。提案い
ただく分には問題なし）
◆ＰＬ保険加入事業者および法人
番号（登録番号）取得事業者のみ。
販売可能な一括表示の貼付がなさ
れている商品を希望。栄養成分表
示、コンタミネーションの記載が
ある場合はそれに準ずる注意喚起
表記があるパッケージをあわせて
提示希望
■社会に役立つ「食と生活の創造
企業」を目指します。
https���www.g7japanfoodservice
.co.jp�index.html

ロイヤルホームセンター
７月３日（木）

【商談分野】�量販ホームセンタ
ー、１００円均一、ドラッグストアと
は差別化できる、こだわった物つ
くりができるメーカーや問屋、商
社。特に職人向けのハード商品、
カー用品の取り扱う企業�Ｂｔｏ
Ｃ向けレンタル商品（工具・清掃
用品・植物・家電など）
※食品（水・お茶・非常食は可）、衣
料（職人向け作業着は可）は対象外
◆ＯＥＭ・ＯＤＭ生産、商品開発
（ＰＢ）は要検査・証明・保険
■住宅メーカー「大和ハウス工業」
のグループ会社。「ホームインプル
ーブメント・ホームソリューショ
ン・ホームインストレーション」
を提供。https���www.royal�hc.c
o.jp�corporate�

大
阪
商
工
会
議
所
は
協
同

組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
連

合
と
と
も
に
、
５
月
１６
日
、

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
Ａ
Ｉ
の

今
後
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ

ン
＆
交
流
会
を
開
く
。

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
や

少
子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
市

場
の
縮
小
な
ど
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
そ
の
打
開
策
と

し
て
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
Ｏ
ｐ
ｅ

ｎ
Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
／
Ａ
ｕ

ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｃ
Ａ
Ｉ
の
上

條
千
恵
Ｃ
Ｏ
Ｏ
が
、「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
に
お
け
る
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
事
例
と
今
後
の

発
展
性
」
と
題
し
基
調
講
演

す
る
。

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
で
活
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
最
新

サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
「
企

画
」（
デ
ザ
イ
ン
提
案
・
着
せ

替
え
が
で
き
る
生
成
Ａ

Ｉ
）、「
検
品
」（
検
反
・
異
常

検
知
の
Ａ
Ｉ
自
動
検
査
シ
ス

テ
ム
）、「
接
客
」（
リ
ア
ル
販

売
員
の
個
性
を
反
映
し
た
生

成
Ａ
Ｉ
）
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
提
供
企
業
が
説
明
す

る
。
プ
レ
ゼ
ン
企
業
と
の
交

流
会
も
開
く
。

午
後
２
〜
４
時
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

世
界
的
な
環
境
意
識
の
高
ま
り
に
と
も

な
い
、
多
く
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
環
境

を
意
識
し
た
も
の
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
今
や
企
業
間
取
引
だ
け
で
な

く
消
費
者
の
購
買
行
動
に
お
い
て
も
、
価

格
や
品
質
に
加
え
、
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要

な
選
定
基
準
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
で
は
、
幅
広
い
業
種
、
職

種
の
方
を
対
象
に
、
複
雑
、
多
様
化
す
る

環
境
問
題
を
体
系
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
（
環
境
社
会
検

定
試
験
）」を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
０
６

年
の
試
験
開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
６６
万

人
が
受
験
し
、
３９
万
人
の
エ
コ
ピ
ー
プ
ル

（
�
検
定
試
験
合
格
者
）
が
誕
生
し
て
い

る
。﹇
昨
年
１２
月
時
点
﹈

今
年
は
７
月
１０
〜
３１
日
お
よ
び
１１
月
１３

日
〜
１２
月
４
日
に
そ
れ
ぞ
れ
試
験
期
間
を

設
定
し
て
い
る
。

ｅ
ｃ
ｏ
検
定
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
と
環
境
の
関
係
を

的
確
に
説
明
で
き
、
質
の
高
い
提
案
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
企
業
が
一

体
と
な
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
に
あ

た
り
、
社
員
の
環
境
意
識
を
底
上
げ
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
団
体
受
験
を
行
う

企
業
も
あ
る
。

ま
た
、
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
を
通
じ
て
、
環
境

問
題
に
取
り
組
む
企
業
の
動
画
も
公
開
さ

れ
て
い
る
。

大
商
の
会
員
企
業
か
ら
は
、「
環
境
に
配

慮
し
た
取
組
を
進
め
る
た
め
、
環
境
全
般

の
知
識
習
得
に
向
け
て
、
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
の

受
験
を
全
従
業
員
に
推
奨
し
て
い
る
」「
大

商
会
員
で
あ
る
の
で
、
３
人
以
上
の
受
験

で
受
験
料
の
割
引
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
検
定
担
当
�
６
９
４
４
・
６

４
３
０

【時 間】午前の部（１０：００～１３：００）
午後の部（１４：００～１７：００）

【場 所】大阪商工会議所
【定 員】各回ごとに定員あり
【参加費】会員９，０００円、一般１８，０００円
【問合せ】流通・サービス産業部

�６９４４・６４４０

大
阪
商
工
会
議
所
は
５
月

２７
日
、「
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ

活
用
術
」
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談

会
を
開
く
。

メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ

は
、
法
人
・
個
人
事
業
主
が

メ
ル
カ
リ
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
、
手
軽

に
商
品
を
販
売
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
。
固
定
費
・
初
期
費
用

ゼ
ロ
で
販
売
で
き
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
も
活
用
し

や
す
い
の
が
特
徴
。

今
回
は
、
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ

ｏ
ｐ
ｓ
の
担
当
者
が
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

す
る
ほ
か
、
実
際
に
活
用
し

て
す
し
、
惣
菜
な
ど
業
務
用

食
品
の
販
路
拡
大
に
成
功
し

た
タ
カ
ダ
が
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
す
る
。
担
当
者
に
直

接
相
談
で
き
る
個
別
相
談
会

も
開
催
。

セ
ミ
ナ
ー
は
午
前
１０
〜
１１

時
、
個
別
相
談
会
は
午
前
１１

時
〜
午
後
４
時
。
い
ず
れ
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

メール kensyu2@osaka.cci.or.jp
ＴＥＬ 研修・採用支援担当☎６９４４・６４２１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
２

０
２
５
年
度
か
ら
「
繊
維
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
買
付
商
談

会
」
を
開
く
。

１
回
目
の
６
月
５
日
は
、

企
業
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
中
心

と
し
た
仕
事
用
衣
類
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ア
イ
ト
ス
の
仕

入
れ
担
当
者
を
招
き
、「
熱
中

症
対
策
」「
リ
サ
イ
ク
ル
・
ア

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
す
る
。
現
在
、
売
り

手
側
企
業
を
募
集
し
て
い

る
。今

回
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
熱
中
症
対
策
技
術
や
製
品

（
特
に
繊
維
以
外
）
を
持
つ

企
業
を
希
望
。
同
社
取
り
扱

い
の
フ
ァ
ン
付
き
ウ
エ
ア

（
空
調
服
®
）
に
酷
似
す
る

も
の
は
対
象
外
。
ま
た
、
使

用
済
み
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
リ

サ
イ
ク
ル
・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
す
る
技
術
を
持
つ
企
業
も

募
集
す
る
。
午
前
１０
時
〜
午

後
５
時
、
大
商
で
。
参
加
費

は
大
商
会
員
と
関
西
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
連
合
会
員
は
５
０
０

０
円
。
一
般
１
万
円
。
申
し

込
み
期
限
は
５
月
９
日
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

�伝統×革新の刺繍会社�

（同）ＰＲＯＥＭＢ
�０８０・１５１４・６９６０

家業の刺繍技術を活かし、和紙やレザ
ーに新たな付加価値を。オリジナル刺繍
のご相談も可能

・刺繍加工
・刺繍商品
・刺繍ワッペン
info@proemb.jp

�小冊子�「健全経営への処方箋」

堀 会計事務所
�０６・６２４４・００２８

■小規模企業の皆さまへ
□税理士の立場から「経
営者としての生き方」に
ついて考えてみました。

※詳細は
こちら☞

２０２５年度 専門相談
時間

午後２～４時

午前９時３０分～正午

午後１～４時

午前１０時～正午、
午後１～４時

午後１～５時

午後１～５時

午後１～５時

午前９時～正午、
午後１～５時

午前１０時～正午

午前９時～正午、
午後１～５時

日時、場所は調整のうえお知らせします

・�相談回数�◎印の分野は、それぞれ１年度につき５回ま
で。☆印の分野は、当該分野間をまたいで１年度につき合
計５回まで。

曜日

月～金曜日

火・水・木曜日

月・金曜日

月～金曜日

水曜日

第２・４週木曜日

第２・４週火曜日

火・木曜日

第１木曜日

月～金曜日

分野

◎法律

◎人事労務・メンタルヘルス対策

◎経理・会計、税務

☆新事業開発・経営力向
上、創業

☆ＩＴ（情報技術）

☆ものづくり・技術

☆営業・マーケティング

金融

下請法、独占禁止法

取引先開拓マッチング

知的財産
（特許、商標、意匠など）

大大手手事事業業者者（（百百貨貨店店、、通通販販、、ススーーパパーー、、食食品品卸卸、、ホホテテルル））とと
中中小小企企業業ととのの商商談談のの場場

ChatGPT等生成AIの導入・活用と
法的リスク解説講座

個個別別商商談談会会
ザザ・・ベベスストトババイイヤヤーーズズ

５月開催の講座・研修
場所は原則、大商で

実 務
１３：３０～１７：００
５／２１（水）

２０２５年度

繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

経
営
課
題
の
解
決
へ

買
付
商
談
会

ア
イ
ト
ス

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

▼詳細は
こちら

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
Ａ
Ｉ
の
今
後

プ
レ
ゼ
ン
＆
交
流
会

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

サービス内容や
メリットを紹介

メルカリＳｈｏｐｓ

▼詳細は
こちら

環境問題を体系的に学習
ｅｃｏ検定（環境社会検定試験）

＜１＞検定にチャレンジ

▼詳細は
こちら

時間予約制の
個別商談会
（１社２５分）

バイヤー（担当者）
による

参加企業の事前選考

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
も

Ｘ（旧Twitter）FacebookＨＰ

詳細は
こちら▶

主任・係長育成講座�２�後輩指導
編

中堅社員
１０：００～１７：００
５／１４（水）

Photoshop基本講座ＰＣ・ＩＴスキル
１０：００～１７：００
５／１４（水）

人間関係改善�コミュニケーション
講座

話し方
１０：３０～１７：３０
５／１５（木）

管理職育成講座�１�自己改革編管理職
１０：００～１７：００
５／１６（金）

Illustrator基本講座ＰＣ・ＩＴスキル
１０：００～１７：００
５／１６（金）

新入・若手営業社員が対等に商談を
進めるための５ステップ講座

営 業
１０：００～１７：００
５／２０（火）

職場と部下を守る�管理職向けメン
タルヘルス研修

管理職
１３：００～１７：００
５／２１（水）

（４）２０２５年（令和７年）４月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３７５
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町町
工工

場場かからら世世界界
へへ

大
阪
商

工会議所×大阪
信用

金
庫

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
酒
場
」
は
、

一
般
社
団
法
人
ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｅ

ｘ
ｐ
ｏ
が
こ
れ
ま
で
全
国
で

７５
回
以
上
開
催
し
て
き
た
、

万
博
を
テ
ー
マ
に
地
域
の

人
々
が
語
り
合
う
イ
ベ
ン

ト
。
万
博
会
期
に
あ
わ
せ
て

キ
タ
（
ル
ク
ア
大
阪
）
と
ミ

ナ
ミ（
心
斎
橋
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
）

に
常
設
店
を
開
設
し
、
地
域

住
民
を
は
じ
め
、
国
内
外
の

観
光
客
や
万
博
関
係
者
が
交

流
す
る
拠
点
と
な
る
。

鳥
井
会
頭
は
、
キ
タ
本
店

で
夜
間
の
経
済
活
動
と
文
化

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
夜
の
パ
ビ
リ
オ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
し
、

「
大
阪
の
人
の
良
さ
は
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
、

人
と
の
壁
を
越
え
ら
れ
る

点
。夜
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、大

阪
の
魅
力
を
存
分
に
発
信
で

き
る
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

会
場
に
は
ス
ナ
ッ
ク
ス
タ
ン

ド
が
設
置
さ
れ
、
カ
ウ
パ
ー

ス
総
領
事
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で

乾
杯
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
ス

ナ
ッ
ク
文
化
を
体
験
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
パ
ビ
リ
オ
ン
の

内
覧
会
も
行
わ
れ
、
コ
ン
セ

プ
ト
や
展
示
内
容
の
紹
介
、

ス
タ
ッ
フ
が
着
用
す
る
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
初
公
開
が
行
わ
れ

た
。
併
設
す
る
カ
フ
ェ
で
提

供
さ
れ
る
、
同
国
で
な
じ
み

深
い
「
ハ
ー
リ
ン
グ
」
と
呼

ば
れ
る
生
ニ
シ
ン
の
塩
漬
け

も
振
る
舞
わ
れ
た
。

ミ
ナ
ミ
本
店
で
は
、
オ
ラ

ン
ダ
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
ト
ー
ク
や
音
楽
ラ
イ
ブ
が

開
か
れ
た
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

淀
川
舟
運
活
性
化
協
議
会

は
３
月
１６
日
、
淀
川
大
堰
閘

門
と
十
三
船
着
場
利
用
開
始

記
念
報
告
会
を
十
三
船
着
場

で
開
き
、
大
阪
商
工
会
議
所

の
�
瀬
恭
子
副
会
頭
、
水
都

大
阪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
近

藤
博
宣
委
員
長
（
大
商
常
務

理
事
・
事
務
局
長
）
ら
が
参

加
し
た
。

同
協
議
会
は
、
淀
川
舟
運

の
復
活
に
よ
り「
水
都
大
阪
」

お
よ
び
京
都
府
域
を
含
む
淀

川
沿
川
の
魅
力
を
世
界
に
発

信
す
べ
く
、
官
民
連
携
で
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
大
商
も

構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
淀
川

大
堰
閘
門
の
工
事
や
十
三
船

着
場
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
淀
川
大
堰
閘
門
の
愛
称

が
「
淀
川
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」

に
決
定
し
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
。

報
告
会
で
は
、
毛
馬
船
着

場
か
ら
十
三
船
着
場
ま
で
就

航
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
が
、
淀

川
大
堰
閘
門
を
初
通
過
す
る

様
子
も
実
況
中
継
さ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

「
食
」
は
、
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、

豊
か
な
社
会
を
築
く
上
で
欠

か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
し

か
し
、
近
年
、
食
料
の
廃
棄

問
題
や
、
資
源
の
枯
渇
と
い

っ
た
課
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
特
に
、
水
産
業
界
で
は
、

漁
獲
さ
れ
た
魚
の
う
ち
、
一

部
が「
未
利
用
魚
」と
し
て
捨

て
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問

題
が
長
年
存
在
し
て
き
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、

そ
ん
な
課
題
解
決
に
向
け
た

画
期
的
な
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
る
。
東
洋
水
産
機
械
を

筆
頭
に
、
相
光
電
子
、
タ
マ

ッ
ク
ス
、
タ
イ
ヨ
ウ
、
中
橋

製
作
所
、
八
田
工
業
と
い
っ

た
金
属
加
工
、ベ
ル
ト
製
造
、

刃
物
製
造
な
ど
、
様
々
な
高

度
な
技
術
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
集
結
し
、
Ａ
Ｉ
技

術
を
駆
使
し
た
「
未
利
用
魚

選
別
・
加
工
装
置
」
と
「
魚

の
骨
高
精
度
検
出
装
置
」
を

開
発
す
る
。
さ
ら
に
、
兵
庫

県
香
美
町
や
但
馬
漁
業
協
同

組
合
と
も
連
携
し
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
装
置
開
発

を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
装
置
は
、
こ
れ

ま
で
手
間
が
か
か
り
、
効
率

化
が
難
し
か
っ
た
未
利
用
魚

の
選
別
と
加
工
を
自
動
化
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
認
識
技
術

を
活
用
し
、
魚
の
種
類
や
サ

イ
ズ
を
瞬
時
に
判
別
し
、
最

適
な
加
工
を
行
う
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、

こ
れ
ら
の
装
置
の
小
型
模
型

を
展
示
し
、
動
画
や
パ
ネ
ル

を
用
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や

働
き
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
。
ま
た
、
未
利
用
魚
を

使
っ
た
料
理
の
画
像
を
見
せ

る
な
ど
、
来
場
者
が
楽
し
く

学
べ
る
工
夫
を
凝
ら
す
。

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
東
洋
水

産
機
械
の
塚
越
智
頼
代
表
取

締
役
は
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
、
水
産
業
界
の

課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
こ

と
が
大
変
う
れ
し
い
。
今
後

も
、
技
術
革
新
を
続
け
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
」と
意
気
込
む
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

単
に
技
術
の
開
発
に
と
ど
ま

ら
ず
、
漁
業
の
活
性
化
や
、

豊
か
な
食
文
化
の
創
造
に
も

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
装
置
の

実
用
化
に
よ
り
、
未
利
用
魚

が
新
た
な
食
材
と
し
て
注
目

さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

東
洋
水
産
機
械（
代
表
企
業
）

▽
相
光
電
子
▽
タ
マ
ッ
ク
ス

▽
タ
イ
ヨ
ウ
▽
中
橋
製
作
所

▽
八
田
工
業

【
問
合
せ
】
中
小
企
業
振
興

部
�
６
９
４
４
・
６
４
６
１

「ＥＸＰＯ酒場 キタ本店」のプレオープンイベントでエー
ルを送る大阪商工会議所の鳥井信吾会頭（中央）、マーク・カ
ウパース在大阪オランダ総領事（左から２人目）ら�３月１５
日、大阪市北区

「
大
阪
ま
ち
ご
と
万
博
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
登

録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
万
博
の
機
運
醸
成
を
図
る
ま

ち
な
か
の
拠
点
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
酒
場
常
設
店
」
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
３
月
１５
日
、
大
阪
の
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
で

開
催
さ
れ
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
や
マ
ー

ク
・
カ
ウ
パ
ー
ス
在
大
阪
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
／
２
０
２
５

大
阪
・
関
西
万
博
オ
ラ
ン
ダ
陳
列
区
域
政
府
代
表
ら
が
参

加
し
た
。

記
念
撮
影
に
臨
む
大
商
の
�
瀬

恭
子
副
会
頭（
右
か
ら
２
人
目
）

ら
�
３
月
１６
日
、
大
阪
市
淀
川

区

大
阪
商
工
会
議
所
は
３
月

２５
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
を

機
に
各
国
・
地
域
の
関
係
者

が
多
数
来
阪
し
て
い
る
機
会

を
と
ら
え
、「
万
博
参
加
国
・

地
域
と
在
阪
企
業
と
の
若
手

交
流
会
」
を
大
阪
市
内
で
開

い
た
。

万
博
に
は
１
５
８
カ
国
・

地
域
と
９
国
際
機
関
が
参
加

す
る
予
定
で
、
万
博
会
期
中

に
は
世
界
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス

関
係
者
が
大
阪
に
集
う
た

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

促
進
の
絶
好
の
機
会
で
あ

る
。こ

の
好
機
を
活
か
し
、
万

博
参
加
国
・
地
域
の
パ
ビ
リ

オ
ン
関
係
者
と
大
商
会
員
企

業
、
と
り
わ
け
次
世
代
を
担

う
若
手
人
材
が
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
、
国
際
相
互
理
解

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
の
醸

成
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
同
交
流
会
は

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
１０
カ
国
１９
人
の

海
外
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
関
係

者
と
、
２５
人
の
会
員
企
業
の

社
員
が
参
加
し
た
。
海
外
パ

ビ
リ
オ
ン
の
紹
介
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
万
博
に
関
す
る
ク
イ
ズ

大
会
な
ど
を
通
じ
て
、
活
発

な
交
流
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
万
博
を

契
機
に
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
が
始

ま
る
、
キ
ッ
ク
オ
フ
に
相
応

し
い
交
流
の
場
と
な
っ
た
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

「未利用魚」をゼロにしようと技術革新に励む東洋水産機械
の塚越智頼代表取締役（前列左から３人目）らチームの皆さん

大
阪
・
関
西
万
博
の
日
本

政
府
館
（
日
本
館
）
の
開
館

式
が
３
月
２９
日
に
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
大
阪
商
工
会
議

所
か
ら
井
内
摂
男
専
務
理
事

が
参
加
し
た
。

開
館
式
に
は
、
政
府
関
係

者
や
国
会
議
員
、
地
元
自
治

体
関
係
者
、
公
益
社
団
法
人

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
関
係
者
、
関
係
企
業

代
表
者
な
ど
が
多
数
出
席
。

赤
澤
亮
正
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣（
経
済
財
政
政
策
）、

大
串
正
樹
経
済
産
業
副
大
臣

を
は
じ
め
、
佐
藤
オ
オ
キ
日

本
館
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
藤
原
紀
香
名
誉
館
長
ら

１１
人
に
よ
る
開
館
セ
レ
モ
ニ

ー
と
し
て
、
く
す
玉
開
披
を

行
っ
た
（
写
真
）。

日
本
館
は
、「
い
の
ち
と
、

い
の
ち
の
あ
い
だ
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
ご
み
を
水
に
変
え

る「
プ
ラ
ン
ト
」、
水
か
ら
素

材
を
生
み
出
す
「
フ
ァ
ー

ム
」、素
材
か
ら
も
の
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
「
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
」
の
３
つ
の
エ
リ
ア
で
、

「
い
の
ち
の
循
環
」
を
表
現

す
る
展
示
を
行
う
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

次
世
代
を
担
う
若
手
人
材
が

交
流
を
深
め
た
�
３
月
２５

日
、
大
阪
市

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ

オ
ン
「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
企
画
・
運
営
を
担
う

「
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

出
展
企
画
推
進
委
員
会
」（
委

員
長
�
立
野
純
三
・
公
益
財

団
法
人
大
阪
産
業
局
理
事

長
、
大
阪
商
工
会
議
所
副
会

頭
）
は
３
月
１７
日
、
２
０
２

５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
大

阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

内「
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

に
お
け
る
展
示
物
を
紹
介
す

る
広
報
紙
『R

eborn
C

hallenge
Journal

』

V
ol.02

（
写
真
）を
発
行
し

た
。「リ

ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

で
は
、
大
阪
の
中
小
企
業
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
４
０
０
社

超
が
、
週
替
わ
り
で
展
示
。

今
回
発
行
の
Ｖ
ｏ
ｌ.

０２
で

は
、
６
月
１７
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
の
展
示
物
を
紹
介
し

て
い
る
。

【
問
合
せ
】
万
博
協
力
推
進

室
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

１０
歳
で
中
国
・
上
海
か
ら
日
本
へ
移

住
。
日
本
の
マ
ン
ガ
に
触
れ
た
と
き
、
言

葉
が
分
か
ら
ず
と
も
ス
ト
ー
リ
ー
が
伝
わ

る
こ
と
に
感
動
し
、
学
生
時
代
は
マ
ン
ガ

家
を
め
ざ
し
た
。
当
時
、
マ
ン
ガ
は
教
育

に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
世
間
に
あ
っ
た
が
、

周
囲
は
応
援
し
て
く
れ
、
そ
れ
が
大
き
な

励
み
だ
っ
た
。
女
性
マ
ン
ガ
誌
へ
の
投
稿

で
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
。

夢
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
６
年

に
夫
と
マ
ン
ガ
・
イ
ラ
ス
ト
専
門
ス
ク
ー

ル
を
開
業
。
専
門
ス
ク
ー
ル
は
珍
し
く
、

関
西
一
円
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、
現
在
は

小
学
１
年
生
〜
６０
代
ま
で
４
５
０
人
超
の

生
徒
が
通
う
。
趣
味
、
プ
ロ
志
望
、
美
術

系
学
校
進
学
な
ど
生
徒
の
希
望
に
合
わ
せ

て
、
１２
人
の
講
師
が
個
別
指
導
す
る
。
最

近
は
ア
ジ
ア
、
欧
州
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
向
け
の
体
験
レ
ッ
ス
ン
も
好
評
だ
。

ま
た
、
同
ス
ク
ー
ル
は
不
登
校
の
小
中

高
生
が
安
心
し
て
通
え
る
居
場
所
の
一
つ

に
も
な
っ
て
い
る
。
好
き
な
マ
ン
ガ
に
つ

い
て
講
師
と
話
し
、
学
ぶ
な
か
で
、
自
ず

と
意
欲
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
約
３０
人
の

生
徒
の
う
ち
多
く
が
学
校
へ
の
復
帰
や
進

学
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
２３
年
度

ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
を
受
賞
。

「
他
の
受
賞
者
と
は
定
期
的
に
交
流
し

て
い
ま
す
。
受
賞
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し

い
女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「水と空気」をテ
ーマとしたスペクタ
ルショー。約３００基の
噴水装置とウォータ
ースクリーン映像、
音楽やレーザー、炎
など、複数のメディ
アを駆使しながら、
同期させることで創
りだす壮大なエンタ
ーテインメント。

出 展 テ ー マ は
Society 5.0。博覧
会協会と１２者の企業
・団体が共創した
「１５アトラクション
による未来体験」を
提供する長さ約１５０
�の大規模パビリオ
ン。会期中は、バー
チャル未来の都市も
楽しめる。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１
日
付

で
人
事
異
動
を
実
施
し
た
。

管
理
職
の
異
動
は
次
の
通

り
。（

）
は
前
職
。

【
役
員
】
理
事
・
地
域
振
興

部
長
兼
万
博
協
力
推
進
室
長

（
地
域
振
興
部
長
兼
万
博
協
力

推
進
室
長
）
玉
川
弘
子

【
部
長
級
】
総
務
企
画
部
部

長
（
会
員
部
長
）
長
谷
川
有
基

▽
会
員
部
長
（
会
員
部
次
長
兼

管
理
担
当
課
長
）
大
迫
浩
之

【
次
長
級
】
会
員
部
次
長
兼

管
理
担
当
課
長
（
産
業
部
次
長

兼
産
業
・
技
術
振
興
担
当
課

長
）
吉
村
保
範
▽
中
小
企
業
振

興
部
次
長
兼
事
業
承
継
・
再
生

支
援
担
当
課
長
（
南
支
部
事
務

局
長
）
中
村
新
哉
▽
中
小
企
業

振
興
部
次
長
兼
共
済
事
業
室
長

（
中
小
企
業
振
興
部
共
済
事
業

室
課
長
）
吉
村
陽
子
▽
中
小
企

業
振
興
部
次
長
兼
共
済
事
業
室

課
長
（
中
小
企
業
振
興
部
次
長

兼
共
済
事
業
室
長
）
大
引
康
司

【
課
長
級
】
総
務
企
画
部
総

務
担
当
課
長
（
総
務
企
画
部
総

務
担
当
）
�
津
幸
大
▽
総
務
企

画
部
企
画
広
報
室
課
長
（
総
務

企
画
部
総
務
担
当
課
長
）
中
�

慎
二
郎
▽
産
業
部
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
振
興
担
当
課
長
兼
ス
ポ

ー
ツ
産
業
振
興
担
当
課
長
（
人

材
開
発
部
研
修
・
採
用
支
援
担

当
）
内
村
留
衣
▽
地
域
振
興
部

地
域
振
興
担
当
課
長
兼
万
博
協

力
推
進
室
課
長
（
地
域
振
興
部

地
域
振
興
担
当
課
長
）
高
田
周

平
▽
地
域
振
興
部
地
域
振
興
担

当
課
長
（
総
務
企
画
部
編
集
担

当
）
松
枝
千
世
▽
中
央
支
部
事

務
局
長
（
中
央
支
部
事
務
局
次

長
）
小
森
渉
▽
中
央
支
部
事
務

局
次
長
（
北
支
部
）
坂
野
圭
吾

▽
南
支
部
事
務
局
長
（
中
小
企

業
振
興
部
金
融
担
当
課
長
兼
経

営
相
談
室
課
長
）
加
藤
陽
二

�
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
酒
場
�プ
レ
オ
ー
プ
ン

大阪・関西万博 見どころ紹介 未来社会ショーケース

万
博
会
期
中
、大
阪
と
世
界
を
つ
な
ぐ

�A Spectacle of Air and Water. All Rights Reserved. Presented by
SUNTORY HOLDINGS LIMITED. and DAIKIN INDUSTRIES, LTD.,

アオと夜の虹のパレード

淀川大堰閘門と十三船着場の利用開始
水都大阪の魅力を世界に発信

未来の都市

提供：２０２５年日本国際博覧会協会

万
博
参
加
国
・
地
域
と
大
阪
の
企
業

次
世
代
担
う
若
手
が
交
流

▼詳細は
こちら

リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

広
報
誌
Ｖｏ
ｌ.

０２
を
発
行

人
事
異
動

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展

日
本
の
マ
ン
ガ
に
触
れ
感
動

ＡＩ活用し魚の廃棄ゼロへ

未利用魚チーム

＜６５＞

女性リーダーたち活躍する

▼万博
出展の
詳細は
こちら

しーりん

伊藤 曦琳 さん

コミックエージェント 取締役

�１２�

万博�日本館�が開館式
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定例記者会見で発表する大商の鳥井
信吾会頭�３月２４日、大商

ウェルネスを実現するテクノロジ
ーと空間～カラダ（フィジカル）
の健康と美容を実現するオフィス
～ ４月２９日～５月５日
日常生活の空間で、簡単にカラ

ダの状態を確認でき、無理なく運
動不足の解消や体調変化への気付
きにつながるほか、筋力・運動機
能の向上や美容効果が期待できる
プロダクト・サービスを展示。

ウェルネスを実現するテクノロジ
ーと空間～ココロとアタマの健康
を目指したオフィス～ ５月６～
１２日
日常生活の空間で、メンタルや

脳の健康状態が意識されることな
くセンシング・モニタリングでき
るほか、検知した情報に基づき、個
人が最適化された体験を享受でき
るプロダクト・サービスを展示。

SeriesＡ；セレクション～輝く
未来社会の創り手ここにあり～
８月１２～１８日

先端技術やサービスの活用で生
活が大きく変化し、人々が身体的、
精神的、社会的な「健幸」を手に
入れることができる未来社会をシ
ーンごとに出展企業が表現する。

サステナブルに基づく繊維・ファ
ッション産業の未来共創プロジェ
クト（協同組合関西ファッション
連合と共同実施） ９月２３～２９日
「未来のファッション」をテー

マに繊維・ファッションに関わる
大阪の中小企業が協力し、展示物
を共創、イノベーションを生み出
すことを目指す。

身近な課題や世界のお困りごとを
大阪の町工場が解決します！（大
阪信用金庫と共同実施） １０月７
～１３日
大阪の町工場が協力し、市場性

の高い試作品、製品を開発。来館
者に実際に体験してもらいなが
ら、大阪の町工場の実力と試作品
・製品の有用性を発信する。

２０２５年大阪・関西万博が４月１３日、いよいよ開幕します。
大阪商工会議所は、万博の成功と万博後の大阪・関西の発展を
目指して、大阪ヘルスケアパビリオンへの出展支援をはじめ、
万博のチャンスを活かした関連事業を力強く推進します。 �大阪まちごと万博

共創プラットフォーム
万博をきっかけに生

まれるまちなかでのイ
ベントやプロジェクト
を「大阪まちごと万博
共創プラットフォー
ム」の公式サイトで一
体的に発信する。

�ＷＥＢクイズ「なにわ
なんでも大阪チャレン
ジ」

大阪が育んだ文化・風土のすば
らしさを再発見できるＷＥＢクイ
ズを万博会期に連動して実施し、
万博来場者にも楽しんでもらう。

�万博メニューで
おもてなし
飲食・食品事業者が万博にちな

んで新たに開発したメニュー（万
博メニュー）を紹介し、万博来場
者のまちなかでの食べ歩き・飲み
歩きを促進する。

万博メニュー販売イベント
「くうぞ万博�くうぞ大阪�」

万博メニュー
の販売（４事業
者）、万博メニュ
ーに込めた想いをシェフが語るプ
レゼンテーション、万博メニュー
や隠れた観光スポットなどを紹介
する動画の放映、大阪にちなんだ
クイズイベントなどを行い、大阪
の観光魅力を発信する。
▽大阪ヘルスケアパビリオン

リボーンステージ ４月２１日１０：

００～２０：００

�大阪まちごとバル
地元ならではのおすすめグルメ

スポットやモデルコースをショー
ト動画で紹介する。

�万博に併せた商店街集
客事業「ＯＳＡＫＡ
Ｍｏｒｎｉｎｇ～商店街で朝
食を～」

観光客、特に民泊
施設に宿泊した方に
「商店街」で「朝ご
はん」を楽しんでも
らうプロジェクト。
大阪市内の朝食を楽
しめるお店をホーム
ページに掲載し、ＳＮＳなどで発
信。冊子も作成し配布する。

�大阪商工会議所女性会
によるウーマンズ
パビリオンへの出展
大商女性会が国内外の女性の起

業や社会参画を後押しするため、
女性経営者や海外女性外交官らが
登壇するトークイベント「これか
らの企業経営と女性を考える」会
議を開催する。
▽ウーマンズ パビリオンまた

はオンライン ４月２３日

大阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオン内に設置される
「リボーンチャレンジ」への出展を支援する。 大阪 関西万博 開催概要

期 間：２０２５年４月１３日（日）～１０月１３日（月）
場 所：大阪 夢洲（ゆめしま）
テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

「リボーンチャレンジ」出展企業発表会で出展企業が公表された
�２０２４年１０月２日、マイドームおおさか（大阪市中央区）

大屋根リング �Expo ２０２５

�グローバル・イノベーション
フォーラム（ＧＩＦ）ミートア
ップ
多様な先端技術を誇る海外スタ

ートアップの万博来阪時にピッチ
イベントとマッチング会を開く。

�大阪スマートヘルスプロジェ
クトにおける万博展示

アプリやデバイスを活用した
「スマートヘルス」分野のスター
トアップを世界に発信するため、
万博会場などで展示を実施。
▽ＥＸＰＯメッセ「ＷＡＳＳＥ」

会場 ６月２７～２９日
▽フューチャーライフヴィレッ

ジエリア５月６～１２日、６月１７～
２３日
▽国際見本市“ＪａｐａｎＨｅ

ａｌｔｈ” ６月２５～２７日

�メドテックスタートアップ
ピッチコンテスト
「ORIGIN Gala Final2025」
国内外の選りすぐりの医療・ヘ

ルスケアスタートアップが、大企
業や投資家に投資を募るピッチコ
ンテストを大阪で初開催。

�メドテックスタートアップの
日本市場展開支援プログラム
全国の医療機関などと連携し、

国内外の医療・ヘルスケアスター
トアップの日本での事業展開を支
援する。

�コモングラウンドプラットフ
ォームの万博会場での展開支
援
万博会場と会場外をつなぎ、距

離と空間を超えて、リアルタイム
に双方向に触れ合える未来のコミ

ュニケーションのあり方の体験価
値を提供。▽フューチャーライフ
エクスペリエンス ９月３０日～１０
月６日

�世界経済フォーラム「グロー
バル・シェイパーズ・コミュ
ニティ」との連携
万博会期中のテーマウィーク

に、世界経済フォーラム「グローバ
ル・シェイパーズ・コミュニティ」
の「Shape New World Initiativ
e」が開くセッションを支援する。

�日本アセアンビジネス
促進プラットフォーム
（ＡＪＢ）ＥＸＰＯ２０２５
鳥井信吾大商会頭とアセアン６

カ国の商工会議所会頭らによる代
表者会議、記念シンポジウム「日ア
セアンの未来」、アセアン企業との
交流会を開く。４月２１日、大商で。

大阪・関西万博
４月１３日開幕 万博とその先へ 大商の取り組み

都市魅力創出

HPインスタグラム

産業振興
�大阪ヘルスケアパビリオン リボーンチャレンジ出展支援

詳細は
こちら

（６）２０２５年（令和７年）４月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１３７５特 集




